
寒い冬がやっと過ぎて春＜草木の芽が張る、田畑を墾（は）る＞！
卒業、入学の季節！昔日本全体の景気がよかった頃は竹田市から

も中学卒業した友達が＜集団就職＞で東京に旅立っていった。沢山お金稼いで親に家を
建ててあげた友も！でも東京で淋しいときもあっただろうな。娘たち二人は春大学進学
の時は両親がしんみりする中、まるで大宇宙に解き放たれていったように笑顔だった！
これまたちっとう淋しかったな。
最近４月初め一番昔の切石家、大元の故郷に所用あり、知人の方の力を拝借
して戻った。そう、牧の家！見る影もなく荒れ果ててたが＜すおう＞の木が、
昔は３０ｃｍくらいだったのに大木となり、＜ぼけ＞の花も堂々と咲いてた！
母敏子が＜淳ちゃん、セリ摘みにいくよ！＞と連れ立ってでかけた前庭横の
水路は埋まってた。＜ゆすら＞もなくて、あとはすべて藪ぶうせん！でも草を
かき分け歩き回ってると今ここに昔の世界があるような不思議な気持ちに！
早速、４歳頃、よく枚の家で聞いてた＜ドナウ川のさざ波＞のオルゴール、何
千回も聴いて、曲が大好きだったのを今回形は違うが入手して母敏子が夜

寝る時にねじ巻いて聞いてもらってる！切石家ご先祖様に沢山の感謝と天国での幸せを祈ります。私は
まだまだ未熟な不埒な末裔。そして春といえば＜虫だし雷＞。二十四節気：啓蟄（けいちつ）：冬眠中の
虫が這い出てくるけど、あの雷の音はまるで絵本の＜雷さんとだるまちゃん＞を思い出させる！どう
か雷様、おへそだけはとるのをご勘弁！牧の土手で大きな土ガエルがお尻と後ろ脚だけ土からだして
冬眠してたの思い出す！まさに頭隠して尻隠さず！見つけた時はぎょっとした４歳の春！
＜春の雪と子供の喧嘩は長引かぬ＞＜春宵(しゅんしょう)一刻値千金：春の夜は心地よい＞が＜春植
えざれば秋実らず＞！用意周到、春の陽気に包まれ
ながら次の時にむけて準備万端、注意しながら参
りましょ。木花咲耶姫（こ
のはなさくやひめ：桜の
語源もこの神様から）に
恥じないような生き方を
したいな。
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コレステロール値の異常・動脈硬化の検査・動悸・不整脈・胸痛・むくみ・予防接種
♦健康診断(特定健診、雇用時健診、企業健診、一般健康診断、心臓健診 オプション 骨粗鬆症検査など）
♦乳腺超音波検査（乳癌健診） ♦ペースメーカー外来　※詳しくはお問い合わせください。
♦超音波検査：心臓、頚部、下肢、甲状腺、腹部、乳腺エコー　症状のない方は健診の範囲で実施です。
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4月の歌
窓開けて窓いっぱいの春　 種田山頭火
さまざまのこと 思い出す桜かな　 松尾芭蕉
姥桜 咲くや老後の思ひ出　 松尾芭蕉
姥桜が咲き誇ってる。老後の思いでに一花咲きましょうというふうに。

梢うつ雨にしをれて散る花の 惜しき心をなににたとへん　 西行
吉野山 ひとむら見ゆる白雲は 咲き遅れたる櫻（さくら）なるべし　 西行
その子二十（はたち） 櫛に流るる黒髪のおごりの春のうつくしきかな　 与謝野晶子
はれやかに置き床なほす花の春　 一鷺（いちろ）
芭蕉の弟子の一人。私の連れ合いはこの方の末裔に当たる(家系図から)。びっくり！

朝起きて田んぼの穂を見ているときれいな緑が心なごます
短歌雑誌＜八雲＞地力集＜大分県立農業大学校創立40周年記念誌＞より生徒さんの作品

この蕾ほころぶ頃は七年の職場に別れ告ぐる日なるか　 切石文士
文士お父さん敏子お母さん、淳子が薬学部卒業して再度医学部目指したいと言った時ちょうどお父さんは
高校の校長先生、大分県立図書館長などの退任の時。でも、その後別府大学短期大学部が招聘してくださり、
敏子お母さんもみどり幼稚園の初代主任で私立幼稚園全国大会ではあちこちで講演しながら、淳子の学費
を苦労して捻出してくれた。本当に感謝！実家片づけてたら苦労の賜物の家計簿発見！私の涙止まらず。

春立てて燃えさかる野火は尾根をさし ひろごりゆきたり天曇る今　 切石文士

ぽかぽか 明治時代以後にできた言葉。
今は春の陽気などに例

えてる。パカパカとの違い：
宮崎では信号点滅を＜ぱかぱか
してる＞というらしい。本当？つ
いでにパ行は全部ある！ピカピ
カ、ぷくぷく、ペコペコ！なんて事！

春雨（はるさめ） ３月下旬から４月の雨が春雨。
立春から３月初旬までの雨はただの＜春の雨＞。
そしておいしいのは＜春雨のスープ＞。別に春雨の
水で作ってるわけではありませぬ！

豆知識

西行

父母の私への
仕送り

お誕生日の
お花、

ありがとう！


